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令和６年度 第６回人事委員会 会議結果 

 

一 日 時     令和６年７月１２日（金） 午後０時３０分から０時５５分まで 

 

二 場 所     中部総合事務所第１０１会議室（１号館Ａ棟１階） 

 

三 出席者 

１ 人事委員   委 員 長  小 松 哲 也 

         委   員  中 本 久美子 

         委   員  細 田 耕 治 

２ 事務局職員  事 務 局 長  山 本 雅 美  次長兼給与課長  灘 尾 幸 三 

任 用 課 長  尾 田 聡 子  係     長  山 口 玲 夏 

主   事  小 谷 健 太   

※事務局職員の委員室への入室は説明者など必要最小限の人数とし、必要に応じ

て執務室から呼び出す形で対応 

３ 傍聴者    なし 

 

四 議 題 

議案第１号 鳥取県職員採用試験（令和６年度実施 氷河期世代チャレンジ枠）の採用候補者の決

定及び採用候補者名簿の確定について 

議案第２号 選考により採用する職に係る承認について（知的障がい者） 

報告第１号 鳥取県職員採用試験（令和６年度実施 氷河期世代チャレンジ枠（警察行政））の採用

候補者の決定について 

 

五 議 事 

議事について公開又は非公開のどちらとするかについて審議を行い、議案第２号は公開、議案第１

号及び報告第１号は非公開とすることについて全員の合意を得た。 

 

◇議案第１号 

鳥取県職員採用試験（令和６年度実施 氷河期世代チャレンジ枠）の採用候補者の決定及び採用候補

者名簿の確定について、事務局が説明し、原案のとおり決定した。 

 

◇議案第２号 

選考により採用する職（知的障がい者）に係る承認について、事務局が説明し、原案のとおり決定し

た。 

 

【説 明】 

職員の任用に関する規則第１９条第２項の規定に基づく選考職の承認について、鳥取県知事から以下の

とおり申請があり、適当と認められるので申請のとおり承認する。 

 

１ 採用予定者数 

 ２名 （事務（Ａコース）１名、事務（Ｂコース）１名） 

 

２ 採用予定時期 

 令和７年４月１日 
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３ 配属先及び職務内容 

（１）配属先     

      採用候補者の個々の適性等を考慮して決定 

（２）職務内容 

会計事務（収入・支出事務）、物品の出納・保管事務、施設・設備の維持管理・環境整備、文書

の収発・管理、簿冊の管理、ホームページの保守管理、データ入力・集計、資料印刷・製本 等 

 

４ 選考により採用しなければならない理由 

本県では、「障害者の雇用の促進等に関する法律」の趣旨に基づき、障がい者の雇用の促進を図る

こととしている。 

さらなる障がい者雇用の促進を図る観点から、対象を知的障がい者（特別支援学校高等部（知的障

がい）卒業者を含む。）とする試験であり、全ての国民を対象に募集を行う競争試験にはなじまない

と考えられることから、選考による採用とするもの。 

また、障がいの特性から、実務への適性等、きめ細かな能力実証を行う必要があることから、任命

権者において選考試験を実施するもの。 

 

５ 能力実証の方法等 

（１）受験資格 

      ①年齢要件 

平成元年４月２日から平成１９年４月１日までに生まれた人（１８～３５歳） 

 ②対象者 

    コースごとに、次のいずれかに該当する人 

職種 要件 

事務 

Ａコース 

・都道府県知事又は政令指定都市市長が発行する療育手帳の交付を

受けている人 

・知的障害者更生相談所、児童相談所、精神保健福祉センター、障

害者職業センター、精神保健指定医によって知的障がい者である

と判定された人 

Ｂコース 

（Ｒ５新設） 

・学校教育法（昭和２２年法律第２６号）による特別支援学校の高

等部（知的障害）を卒業した人又は令和７年３月３１日までに卒

業する見込みの人 

 

（２）能力実証の方法 

    【１次試験】 

    ○筆記試験 公務員として必要な一般的な知識及び知能（社会・人文・自然に関する知識、文章

理解・判断推理・数的推理・資料解釈等の能力）についての筆記試験 

      ○適性検査 職務遂行に関する適性についての検査 

 

  【２次試験】 

    ○人物試験 人物、作業能率（集計作業、資料整理などの職務内容に係る実技）、理解力及びコ

ミュニケーション力についての個別面接 

 

６ 試験実施スケジュール（予定） 

    ７月１２日（金）   募集開始 

    ９月１３日（金）   募集締切 

    ９月２３日（月・祝） 第１次試験 

   １０月中旬        第２次試験 



- 3 - 

 

 

   １０月下旬       採用候補者発表 

 

７ 人事委員会の判断 

上記の職は「常に選考によるものとするが、実施に当たりあらかじめ人事委員会の承認を要する

もの」として整理されている職であり、また、選定方法も適当であると判断する。 

 

【質疑等】 

委 員：どこの課が選考を行うのか。 

事務局：人事企画課が行う。 

 

◇報告第１号 

鳥取県職員採用試験（令和６年度実施 氷河期世代チャレンジ枠（警察行政））の採用候補者の決定に

ついて、事務局が説明した。 

 


